
■ 世界選手権ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰﾚﾎﾟｰﾄ 
近藤 久美子（CE133） 

 第１６回熱気球世界選手権にｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰとして参加させていただきました。ここでは競技

の詳細ではなく、大会やｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰの日々などざっくりしたものを紹介させていただきます。 
１）Miluduraってどこ？ 
ｵｰｽﾄﾗﾘｱ大陸の東南海岸に位置するﾒﾙﾎﾞﾙﾝから西北へ 550ｋｍ、ｱﾃﾞﾚｰﾄﾞから北東へ 400
ｋｍに位置します。往路ﾒﾙﾎﾞﾙﾝからﾊﾟｲﾊﾞﾙ班用のﾚﾝﾀｶｰで陸走したのですが、100ｋｍ/
ｈ平均で走って 7時間弱。ﾒﾙﾎﾞﾙﾝを離れて最初の大きな街でした。郊外にはぶどう畑か
荒野、農作物の刈取跡らしきﾌｨｰﾙﾄﾞが広がり、ｽﾃｯﾌﾟ気候帯の風景が果てしなく広がっ

ていました。街のつくりは、道路軸が東に４５°振れて碁盤の様に整備され、ﾏｰﾚｰ川付

近の旧市街と幹線道路沿いのﾏｰｹｯﾄﾀｳﾝに大別されます。旧市街はメインの通りを挟んで

東西・南北各４筋程度の規模で歩いてまわるにちょうどよい大きさでした。 
２）天気 
今回結果として４ﾌﾗｲﾄ（８日間）、11タスク+1 ﾌﾗｲﾄ（ｷｰﾚｰｽ）というお天気には恵まれな

い大会でした。これは雨でなく強風によるｷｬﾝｾﾙで、晴天にもかかわらず飛べない（ﾌｪｽﾀ気

球は飛んでいる時もありましたが）というのはなかなか辛いものでした。この強風も大会

が終れば好転するという何とも皮肉な天候でした。ご存じの通り、南半球はこれから冬に

なるということで朝晩は冷え込み、昼間も日差しは強いものの上着なしでは肌寒い天気が

続きました。 
３）ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 
ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰｷｯﾄとして、地図･ﾎﾞｰﾄﾞ・ｼﾞｬｹｯﾄ・ｽﾌﾟﾚｰ缶、ﾒｼﾞｬｰと GPSは持参者以外に貸出

されました。ｷｯﾄとしてｺﾝﾊﾟｽの貸出はなく、GPS があれば不要との判断のようです。大会
中に交差点の GPS ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄが配布されました。表中のｺﾞｰﾙしか使えないというものではな
く、この表にある交差点の GPS 計測は不要という位置づけでした。貸出されたﾒｼﾞｬｰは、
両面印刷。つまり、片面ｍ、片面ｆｔ表示というものでした。「紛らわしいですよね」。と

大会終了後、某副 director に話しをしたら目を丸くしていらっしゃいました。１つ間違え
ば結果が 3倍になりかねないですから。ｼﾞｬｹｯﾄは黄色のﾍﾞｽﾄﾀｲﾌﾟで反射ｼｰﾙ付きのものでし
た。交差点での計測時にはｸﾙｰに安全確認を要求すること、昼間でも ONである間は着用す
ることがｱﾅｳﾝｽされました。 
４）本部 
 職業訓練学校が大会本部になり、ﾈｯﾄﾙｰﾑ・ﾃﾞﾌﾞﾘｰﾌｨﾝｸﾞﾙｰﾑ・ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰﾙｰﾑ（後述）・ｵﾌﾞｻﾞ

ｰﾊﾞｰﾌﾞﾘｰﾌｨﾝｸﾞﾙｰﾑ・ｵﾌｨｼｬﾙの宿泊は建物を利用し、ﾌﾞﾘｰﾌｨﾝｸﾞﾃﾝﾄ・ﾌｰﾄﾞﾃﾝﾄ・出店ﾃﾝﾄが敷

地内に設営されました。 
ﾌﾞﾘｰﾌｨﾝｸﾞﾃﾝﾄ内は 2 枚のｽｸﾘｰﾝが天井より吊され、気象情報・ﾊﾟｲﾊﾞﾙﾃﾞｰﾀ・ﾀｽｸ説明をす
るﾃﾞｨﾚｸﾀｰの姿等が映し出されました。ﾊﾟｲﾛｯﾄ１名に対し 1800*900 程度の机（ｺﾝﾊﾟﾈ+脚、
ﾊﾟｲﾌﾟﾁｪｱ３つ付き）が割り当てられ、３者が地図・GPS・ﾉｰﾄ PC等を広げるには十分なｽﾍﾟ



ｰｽでした。雛壇側には参加国の国旗、通路上部には地元の子供達が作った気球がﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

され、殺伐としがちなﾃﾝﾄに賑わいを与え我々の目を楽しませてくれました。（写真 1） 
５）食べること、飲むこと、寝ること 
ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰに用意された宿泊はﾓｰﾀｰｲﾝ・ﾎﾃﾙ・寮の３ヶ所で、多くのｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰは旧市街の

端にあるﾓｰﾀｰｲﾝでした。ﾓｰﾀｰｲﾝは３人で１部屋を使用し、ｷｯﾁﾝ・ﾗﾝﾄﾞﾘｰは共用でした。朝・

昼の食事の提供はありましたが、夜の食事提供がなかったため、このｷｯﾁﾝでｶﾝｶﾞﾙｰﾊﾟｽﾀ（ｶ

ﾝｶﾞﾙｰ肉はｽｰﾊﾟｰで普通に売っていました）を作った夜もありました。宿泊先と本部が 3km
程度離れており、朝はﾊﾞｽｻｰﾋﾞｽがあるものの、ｷｬﾝｾﾙになった時などは帰りの足の確保に苦

労しました。ﾊﾞｽｻｰﾋﾞｽの運行もｱﾊﾞｳﾄで人が集まれば出発する感じでした。ただ、お願いす

るとﾙｰﾄをはずれたﾎﾞｰﾄ乗り場（ﾏｰﾚｰ川の川下り）まで乗せていってくれましたが。いろん

な意味で『おおらか』な国だなという印象です。 
６）地元のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 
ﾃﾞﾌﾞﾘｰﾌｨﾝｸﾞﾙｰﾑに隣接してｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰﾙｰﾑがありました。25 ㎡くらいの建物でｷｯﾁﾝ設備が

あり、ここには地元ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰを始め、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの方々がﾎｰﾑﾒｲﾄﾞのお菓子を持ち寄り、ｶﾌｪ

のような空間でした。ﾃﾞﾌﾞﾘｰﾌｨﾝｸﾞの前後やｷｬﾝｾﾙのなった時などにｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰが立ち寄り、

お菓子やおしゃべりを楽しんでいました。ﾃﾞﾌﾞﾘｰﾌｧｰの夜食の提供もここで準備されていま

した。地元の人々はｷｬﾝｾﾙの時に車を出し、国立公園ﾂｱｰをｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄしてくれたり、帰りの

飛行場までのﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟｻｰﾋﾞｽをｱﾚﾝｼﾞしてくれたり、大会側の『おおらか』な部分をｻﾎﾟｰﾄ（ﾒ

ｲﾝでと言っても過言でないくらい）してくれたことはとても助かり、嬉しいことでした。 
最後に。FIN ﾀｰｹﾞｯﾄに列をなしてｱﾌﾟﾛｰﾁする気球群、朝霧が晴れるにしたがって離陸す

る気球群を上空から見られた事、荒野でのﾏｰｶｰ捜査に途方に暮れた事、ｷｰｹﾞｯﾄのあったｷｰﾚ

ｰｽをﾗﾝﾁﾌｨｰﾙﾄﾞで見られた事など充実そして素敵な日々でした。今回ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰで参加させ

ていただいた事をとても嬉しく思います。 
 

 


